
赤十字社会貢献活動
命の助け合い「献血」
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それは「命」と「笑顔」のため
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当初予定班数の中止比率

中止班数 予定通り実施した班数

１.協力団体による献血移動班会場数(班数 ※1班＝献血バス1台分)および献血者数の変化

協力先の中止が相次ぎ、
献血移動班（献血バス
等）の行き先に「今」
も困窮しております

献血会場の中止による代替会
場は駅前などの見込みがたた
ない会場が多く、献血ご協力
者が少ないために厳しい状況
です…

３月
285班のうち

103.5班が中止

４月
280班のうち

173.5班が中止

５月
245班のうち
204班が中止

２月
265班のうち
21.5班が中止

献血会場の相次ぐ中止
の影響と、都内13か所
の献血ルームへのご協
力者数が大幅に減少し
ました

６月
275班のうち
191班が中止

中止班数
(赤)

７月
285班のうち

110.5班が中止

2020.7.27時点

2020.7.27時点

企業献血等のご協力が以前
より多くなりましたが、未
だ予断を許さない状況です
…



２. 行政や奉仕団体等のＳＮＳを通じて情報を拡散。協力を呼び掛けています。

参考＞東京都庁による呼びかけ

参考＞東京都赤十字血液センターＨＰによる呼びかけ
URL：https://www.bs.jrc.or.jp/ktks/tokyo/2020/03/post-233.html
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赤十字社会貢献活動
命の助け合い「献血」
【国の文書と安全対策等】
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(別添)緊急事態宣言時に事業の継続が求められる事業者

以下事業者等については、「三つの密」を避けるための取組を講じていただきつつ、
事業の継続を求める。

１．医療体制の維持
・新型コロナウイルス感染症の治療はもちろん、その他の重要疾患への対応もある
ため、すべての医療関係者の事業継続を要請する。
・医療関係者には、病院・薬局等のほか、医薬品・医療機器の輸入・製造・販売、
献血を実施する採血業、入院者への食事提供など、患者の治療に必要なすべての物
資・サービスに関わる製造業、サービス業を含む。

２．支援が必要な方々の保護の継続
・高齢者、障害者など特に支援が必要な方々の居住や支援に関するすべての関係者
（生活支援関係事業者）の事業継続を要請する。
・生活支援関係事業者には、介護老人福祉施設、障害者支援施設等の運営関係者の
ほか、施設入所者への食事提供など、高齢者、障害者などが生活する上で必要な物
資・サービスに関わるすべての製造業、サービス業を含む。

３．国民の安定的な生活の確保
・自宅等で過ごす国民が、必要最低限の生活を送るために不可欠なサービスを提供
する関係事業者の事業継続を要請する。
① インフラ運営関係（電力、ガス、石油・石油化学・ＬＰガス、上下水道、通信・
データセンター等）
② 飲食料品供給関係（農業・林業・漁業、飲食料品の輸入・製造・加工・流通・
ネット通販等）
③ 生活必需物資供給関係（家庭用品の輸入・製造・加工・流通・ネット通販等）
④ 食堂、レストラン、喫茶店、宅配・テークアウト、生活必需物資の小売関係
（百貨店・スーパー、コンビニ、ドラッグストア、ホームセンター等）
⑤ 家庭用品のメンテナンス関係（配管工・電気技師等）
⑥ 生活必需サービス（ホテル・宿泊、銭湯、理美容、ランドリー、獣医等）
⑦ ごみ処理関係（廃棄物収集・運搬、処分等）
⑧ 冠婚葬祭業関係（火葬の実施や遺体の死後処置に係る事業者等）
⑨ メディア（テレビ、ラジオ、新聞、ネット関係者等）
⑩ 個人向けサービス（ネット配信、遠隔教育、ネット環境維持に係る設備・サ
ービス、自家用車等の整備等）

「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」より抜粋
(新型コロナウイルス感染症対策本部 最終改正令和２年４月７日)





※1 発熱、咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、頭痛、
関節・筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐など

※2「濃厚な接触があった方」とは、次の範囲に該当する方です。
・患者（確定例）と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内等を含む）があった方
・適切な感染防護無しに患者（確定例）を診察、看護若しくは介護していた方
・患者（確定例）の気道分泌液若しくは体液等の汚染物質に直接触れた可能性が高い方
・手で触れることの出来る距離（目安として１メートル）で、必要な感染予防策なしで、「患者（確定例）」
と15分以上の接触があった方

（国立感染症研究所 新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要綱参照）

◆ 海外から帰国して「４週間以内」の方

◆ 発熱及び咳・呼吸困難などの急性の呼吸器症状を含めた
新型コロナウイルス感染症を疑う症状（※1）のある方

◆ 新型コロナウイルス感染症（または感染疑い）と診断され

た方と４週間以内に濃厚な接触があった方（※2）

◆ 新型コロナウイルス感染症（または感染疑い）と診断され

た方

◆ 味覚・嗅覚の違和感を自覚する方



赤十字社会貢献活動
命の助け合い「献血」
【その他】
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項目 説明

肝
機
能

ALT
（GPT）

肝臓に多く含まれて
いる酵素 肝臓障害に反応。肝臓(胆道)病は高値。

γ-GTP
たんぱく質を分解す
る酵素の一種

アルコール摂取でも高値となるが、
肝・胆疾患の可能性も。

た
ん
ぱ
く

TP
総蛋白

※血液中のタンパク
質の総量

栄養状態や肝臓・腎臓の機能の指標。

ALB
アルブミン

※肝臓で作られた蛋
白質

全身の栄養状態の指標。
肝臓病や腎臓機能低下は低値。

A/G

アルブミン対グ
ロブリン比

※血液中蛋白をアル
ブミン（A）とグロブ
リン（G）に分けた時
の量比率

肝臓病などの場合、グロブリンがアル
ブミンより多くなる。

脂
質

CHOL
総コレステロール
※体の脂肪成分の
一つ。

動脈硬化に関連。
脂質の多量摂取は生活習慣病の原因に。

糖 GA グリコアルブミン 糖尿病検査の一つ。
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項目 説明
RBC 赤血球数

主に貧血の程度の指標。
Hb ヘモグロビン

Ht
ヘマトクリット量
※血液中に含まれる血
球割合を％化した数値

MCV 平均赤血球容積
赤血球の大きさ。
(MCH・MCHCともに)鉄分不足の指標のひとつ。

MCH
平均赤血球ヘモ
グロビン量

赤血球１個あたりのヘモグロビン量

MCHC
平均赤血球ヘモ
グロビン濃度

赤血球１個あたりのヘモグロビン濃度

WBC 白血球数

身体に侵入した細菌や異物の取込、消化・
分解・免疫の働きをする。
白血球の増加or減少は、体内への細菌侵入
や炎症を示唆する。

PLT 血小板数 止血能力の指標のひとつ。
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愛の助け合い献血への協力
○月○日、献血活動に協力しました。

当社にとって献血の協力は○回目となり、○名の血液を
提供できました。日本国内では、年間約１２０万人が輸
血を受けると言われています。参加者からは、尊い命を
救うために役立つことができて良かった、という意見が
多く聞こえました。

○月○日、長期にわたる献血協力の実績が評価され、日
本赤十字社より表彰状を授与されました。

継続的な献血協力企業・団体様には表彰制度がございます。
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血小板は4日間赤血球21日間
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東京都福祉保健局
「平成25年輸血状況調査集計結果」より作成疾病別輸血状況

献血協力者数と各年代の献血率の変化

献血可能年齢は16歳～69歳

総
献
血
協
力
者
数(

万
人)

各
年
代
人
口
に
お
け
る
献
血
率(

％)
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赤十字社会貢献活動
命の助け合い「献血」
最後に
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怪我や病気と闘い、輸血を待つ患者さんの『命』のために

患者さんと周りの「ご家族」、「友人知人」、「愛する人」の

『笑顔』を取り戻すために

ご協力を賜りたく、何卒宜しくお願い致します
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